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となり，しかも組織全体は目標に対する不満足度

最小化を狙っていることが明らかになる.この方

法はさらに CPA や管理部門がそれぞれ独自に設

定した目標をもち，しかもそれらの間にコンフリ

クトのある非協力型経織の際機設定の問題にも拡

張することができる [6J.
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